
高燃焼度燃料の改良点

被覆管材料
　ジルカロイ－４

　高燃焼度燃料用のジル
コニウム基合金

被覆管材料
　ジルカロイ－４

　高燃焼度燃料用のジル
コニウム基合金

ペレット密度

理論密度の約９５％

理論密度の約９７％

 （ｶﾞﾄﾞﾘﾆｱ入りﾍﾟﾚｯﾄは

　 理論密度の約９６％）

ペレット密度

理論密度の約９５％

理論密度の約９７％

 （ｶﾞﾄﾞﾘﾆｱ入りﾍﾟﾚｯﾄは

　 理論密度の約９６％）

ウラン２３５濃縮度

　約４．０～約３．４ｗｔ％

　約４．６ｗｔ％以下

ウラン２３５濃縮度

　約４．０～約３．４ｗｔ％

　約４．６ｗｔ％以下

ガドリニア入り
ペレットの

ガドリニア濃度

約６ｗｔ％

約１０ｗｔ％以下

ガドリニア入り
ペレットの

ガドリニア濃度

約６ｗｔ％

約１０ｗｔ％以下

高浜発電所１，２号機における高燃焼度（55,000MWd/t）燃料の導入について

　 使用済燃料の発生量を低減し、原子燃料サイクルへの負担を軽減するために、高燃焼

度燃料を導入する。
　＊大飯発電所における高燃焼度燃料導入に係る経緯
　　　　・平成１４年８月　原子炉設置変更許可申請
　　　　・平成１５年９月　原子炉設置変更許可
　＊美浜発電所（３号機）における高燃焼度燃料導入に係る経緯
　　　　・平成１５年７月　原子炉設置変更許可申請
　　　　・平成１６年４月　原子炉設置変更許可

導入目的

耐食性向上
　　　のため

炉内の
出力分布を
平坦化するため

ウラン235
装荷量を
増やすため

ウラン装荷量を
増やすため

最高燃焼度　４８，０００ＭＷｄ／ｔ　　　　　　５５，０００ＭＷｄ／ｔ

添付図－１















　

取替前 取替後

　 管板 材質 銅合金 チタン張鋼板 取替前 取替後

材質 銅合金 チタン 材質 銅合金 ステンレス

本数 61,008 69,450 本数 　　２，１２０　(U字管） 　　２，６５８(U字管）

材質 銅合金 チタン 材質 銅合金 ステンレス

本数 86,172 104,076 本数 ２，２４７(U字管）    ２，８０７　(U字管）

　 　 　

　 　 　 　 　

　

　

（高圧給水加熱器）

（　復　水　器　）

伝熱管
高浜４号機

美浜３号機
伝熱管

美浜３号機

大飯２号機
伝熱管

　　・美浜１，２号機については、取替計画未定

　美浜発電所３号機他　２次系熱交換器他取替工事概要

　
　 ２次系給水系統の水質向上対策として、蒸気発生器への不純物の持ち込み低減およ
び復水器伝熱管からの海水漏えいの未然防止の観点より、現在使用している銅系材料
を排除するために、復水器伝熱管については、銅合金から耐食性に優れたチタンに取り
替え、給水加熱器他の伝熱管については、銅合金からステンレスに取り替える。

工事概要

湿分分離加熱器
　高圧タービン排気蒸気中の湿分
を除去し、更に加熱し低圧タービン
へ送る機器。

 復水器
　タービンを回した後の蒸気を海
水で冷やし、水に戻す機器。

 給水加熱器
　タービンより一部の蒸気を抽出し、２
次系給水系統を加熱する機器。

 復水器概要図

蒸気入口

水室

海水

海水

海水出口

海水入口 ドレン出口

給水出口

給水入口

伝熱管

蒸気入口

 給水加熱器概要図
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（他プラントの取替実績）

◎：今年度実施

○：一部今年度実施

●：実施済(時期)

－：建設時より対応済

復水器

湿分分離加熱器

高圧給水加熱器

低圧給水加熱器
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＜新設＞固体廃棄物固型化処理建屋

＜既設＞固体廃棄物処理建屋

固体廃棄物固型化処理建屋概要図

約33ｍ 約33ｍ

約13ｍ

セメントサイロ

混練機

砂サイロ

ドラム缶

ドラム缶に収納

ドラム転倒機

分別台

搬出検査装置エリア

コンテナに収納し一時仮置き

埋設に係る廃棄体
の技術基準に適合
していることを検査

（１階） 搬出前コンテナ等
仮置きエリア

固体廃棄物を種類別に分別

モルタルを充
てんし固型化

固体廃棄物固型化処理建屋

（２階）

　固型化処理エリア（雑固体固型化装置）

　必要に応じて切
断、圧縮処理など
を行い、ドラム缶に
収納した後、セメン
ト系充てん材（モル
タル）で一体となる
ように固型化する。

セメント系充てん材

（モルタル）

雑固体固型化装置処理能力
　約２０００本／年

高浜発電所固体廃棄物固型化処理建屋設置工事概要

　
　将来的に固体廃棄物貯蔵庫の貯蔵余裕が少なくなること、および平成１２年１０月よ
り日本原燃㈱六ヶ所低レベル放射性廃棄物埋設センターにおいて、雑固体廃棄物の
埋設処分が開始されていることから、雑固体廃棄物を計画的に搬出し、固体廃棄物
貯蔵庫の貯蔵余裕を確保するために、建屋および雑固体固型化装置を設置する。

昇ド
降ラ
機ム
　 缶

保温材、フィルタ類

等を圧縮したもの

金属類、
プラス
チック等
を切断し

たもの

輸送・埋設

固体廃棄物
貯蔵庫より
処理対象ドラム缶
約２５，０００本
(Ｈ14年度末現在)

地上２階建て

延べ床面積 約2,500ｍ２

添付図－10

（充てん固化体）




